
９ 学 校 評 価
（１）学校評価のための組織 ＰＴＡ役員会 保護者

校長 教頭 運営委員会 学校評価委員会 職員会議

学校関係者評価委員会（学校評議会を兼ねる）

（２）学校評価の年間計画

月 実 施 計 画 月 実 施 計 画

４ 重点目標・具体的方策の確認 評価基準の決定 12 アンケートの実施（保護者対象・生徒対象）

５ 前年度の評価結果と課題及び今年度の重点目標等の ３ 学校関係者評価委員会の開催

公表（ＰＴＡ総会時） ３ 評価結果と課題の確認 来年度計画策定

（３）本年度の学校評価

・効果的な進路情報の発信ときめ細かな面接指導により、個々の進路実現に向けて、高い志を持ちながら努力す
本年度の る生徒を育成する。

・ＳＳＨ事業による教科「課題研究」を柱とした教育活動を推進することで、生徒の主体的・協働的な学びを充
重点目標 実させ、国際社会に貢献できる人材を育成する。

・部活動や生徒会行事に積極的に参加させ、心身ともに健康で社会性に富んだ若人を育成する。
・既存の組織を活用しながら、業務改善に向けた取組を行い、多忙化の解消に努める。
・教育のデジタル化や「学校の新しい生活様式」に合わせた教育環境に対応するよう努める。

項目(担当） 重点目標 具体的方策 留意事項

ＰＴＡ活動 ①ＰＴＡ活動の充 ・ＰＴＡ諸会議の報告事項の再検討 ・ PTA 諸会議を通じて、学校における教育活動の内容
（総務部） 実 ・各種委員と広報委員の活動の充実 を丁寧に保護者に知らせ、興味をもって学校と連携

して生徒の教育に携わることができる環境を作る。

学習指導 ①基礎学力の定着 ・生徒の興味関心を喚起し、深い学 ・全教科で新学習指導要領に沿った、授業改善を行い
（教務部） と応用力の育成 びを促す授業実戦を行う。 つつ評価方法を具体的に定める。

②授業の充実 ・指導法や教材活用法、学びを深め ・生徒が主体的に学ぶ学習機会を充実させ、ＩＣＴを
るための授業形態について教員相 活用することにより教授法や教材開発に努める。
互の情報共有

進路指導 ①進路意識の向上 ・「進路だより」の定期的な発行 ・「進路だより」の内容が確実に保護者にも伝わるよ
(進路指導部) ・「進路研究」により進路意識を高 う、学年ごとに工夫し、家庭と連携した進路意識の

める。 向上を目指す。

②進路情報の発信 ・学年全体への効果的進路情報発信 ・情報提供量が過多にならないよう取捨選択をし、多
・個々人に対応した面接指導実施と くの必要な進路情報を提供する。
きめ細やかな進路情報の提供 ・個人の希望に応じた情報が入手できるようにする。

③校内課題・実力 ・校内テストの事前学習と事後復習 ・校内テスト内容の教科ごとの検討機会を増やし、生
テストの活用 の徹底 徒の事前学習・事後復習への指導を充実させる。

生徒指導 ①基本的生活習慣 ・遅刻数の減少 ・不注意遅刻の減少。
(生徒指導部) の確立 ・正しい制服着用の徹底 ・指導内容の明確化と基準の共有を図ることで、全職

・職員間の共通理解 員による指導体制の確立を目指す。
・職員及び関係分掌や学年間の連携を強める。

②登下校時の安全 ・交通安全指導の徹底と事故の減少 ・自転車安全利用など法令の周知徹底を図るととも
確保 ・緊急情報等の情報提供 に、自己の安全管理に対する意識を向上させる。

・自己の安全意識の向上 ・緊急情報、不審者情報を適切に伝達する。

③道徳心の育成 ・情報モラルの向上 ・集会や学校行事などの機会を利用して意識の向上を
・公共の場でのマナーの向上 図るとともに、個別指導の徹底を強化する。

・事例を含めた具体的な指導を心掛ける。

④防災意識の向上 ・災害発生時の対応法を徹底させ ・災害発生時の対応の確認を行う。
る。 ・各種防災事業や地域と連携する。

生徒会・学校 ①生徒会活動の活 ・生徒の自発的な活動の尊重 ・前年度からの課題の引継ぎを確実にし、自発的に企
行事 性化と生徒会行 ・職員、保護者の共通理解 画の改善、立案や議論ができるようにする。
（生徒会部） 事の充実 ・ボランティア活動の充実 ・代議員会を重視し、全校生徒の共通理解が得られる

ようにする。
・各行事において美化、安全面等についても、配慮で
きるように、自覚を促す。

・職員、保護者への連絡や協力のもと、安全に学校行
事を実施する。

・ボランティア活動の充実を図る。

②部活動の持続的 ・生徒の自主性、自発性の促進 ・部活動ガイドラインについて、遵守の徹底をさらに
運営 ・部活動ガイドラインの遵守 お願いしていく。

・職員間の負担の公平化 ・全職員への連絡の徹底とＨＰを活用した保護者への
・部活動の再編 情報発信を行う。

・持続的運営に向けて、顧問の持ち方、部活動の再編
について、引き続き検討を行う。

図書指導 ①図書館の有効利 ・図書館報や図書館だよりを通じて ・新規購入図書等の紹介を適宜実施する。
(図書研修部) 用と蔵書の充実 図書館の魅力を周知する。 ・生徒の興味・関心のある図書を充実させる。

・蔵書図書を充実させる。 ・授業利用に求められる配架の工夫や図書の収集を行
・教科との連携 う。

②委員会活動の充 ・生徒の自発的工夫やアイデアの委 ・従来の活動についても生徒自身のアイデアや工夫を
実 員会活動への反映 発言しやすいようにし、実現を図る。

③現職研修の充実 ・校内授業参観週間の活用 ・校内授業参観週間に他分掌と連携し、より充実した
ものを目指す。



情報 ①情報機器管理の ・情報機器の整理整頓 ・情報機器リストや利用マニュアルの更新を行う。
（教務部） 徹底 ・情報機器の利用規程・利用マニュ ・点検の機械を増やし、より細やかな管理体制を築

アルの作成 く。
・ＩＣＴ機器の利用促進 ・職員会議等で定期的に呼びかけを行う。

保健指導 ①感染症対策の充 ・継続的な感染症予防への啓発活動 ・生徒自らが感染症予防（手洗い、換気の励行など）
（保健部） 実 の充実 に努めるようにさせる。

②健康管理能力の ・「保健だより」の定期発行だけで ・自己の健康状態を正しく認識し、健康の自己管理が
育成 なく、季節時事に応じた健康問題 できるようにさせる。

や留意すべき内容にもふれる。

③清掃活動の充実 ・ゴミの減量化、分別の徹底 ・ゴミの分別、持ち帰り、リサイクルの呼びかけを
清掃活動を充実させ、教育環境の し、教育環境を整えることに努める。毎日１０分
整備を図る。 間の清掃を充実させる。

教育相談 ①問題を抱えた生 ・学年団と連携し、問題を抱えた生 ・相談室だよりを定期的に発行したり、相談室内を整
(教育相談部) 徒の早期発見と 徒の早期発見と、保護者も含めた 理したりすることで、生徒や保護者が相談しやすい

相談の充実 相談の充実を図る。 雰囲気を作る。
・担任会や学年会からの生徒情報をこまめに整理し、
言動等で気になる生徒を早めに気づけるようにす
る。

②教員間の情報共 ・支援が必要な生徒の情報とその対 ・いじめ不登校対策委員会の記載項目を検討し、教員
有 応について、研修会やプリント配 間でより情報を共有しやすい形をつくる。

付により、教員間で共有する。 ・生徒に関わる事項をテーマにした相談室だよりな
どを利用して、情報や対応について周知する。

国際交流 ①海外生徒との交 ・イートン交流等を通じ、同世代の ・現代の日本と世界が抱える諸問題に対し、理解を深
（総務部） 流を通じた国際 海外の学生とのふれあいの場を提 める機会を多く持てるように指導する。

理解 供する。 ・オンライン等も広く利用して、海外の学生との交流
の機会を増やす。

ＳＳＨ開発 ①ＳＳ科目の充実 ・エージェンシーや資質能力の向上 ・教務部や情報研修部、各教科会及び学校マネジメン
(SSH 開発部) を目指したＳＳ科目のカリキュラ トプロジェクトやＳＳ科目担当者会議との連携を図

ム開発及びマトリックス等を作成 る。また、探究系のカリキュラム開発も重点的に取
し、教科連携・教科横断的にＳＳ り組む。
科目を実践する。

②課題研究の充実 ・教科「課題研究」における課題研 ・理科会や学年会と連携し、一層の組織的な指導体制
究の指導法及び評価法の充実を図 を確立すると共に、パフォーマンス評価の充実を図
る。 る。

１年生指導 ①基礎的な生活習 ・各ＨＲや集会を通して、基礎的な ・生徒面談、生活実態調査、定期考査の結果を基に具
（第１学年） 慣・学習習慣の 生活習慣・学習習慣の重要性を理 体的なアドバイスを行う。

確立 解させる。 ・２年生以降の探究・文・理系の選択のために、各教
・定期考査や行事後の振り返り活動 科の学習を主体的に学ぶようにさせる。。
を充実させる。

②目標「質実剛健 ・学年集会、学年通信で定期的に目 ・授業をしっかり受けることを基本に、部活動、行事
な人になる」のも 標を確認させる。 その他活動に主体的に取り組むようにサポートする。
と、何事も主体的 ・「あいさつ・清掃」、「授業をし ・学年通信を毎月発行し、目標に対して前向きに進め
に取り組む姿勢を っかり受ける」、「学業・行事＋α るようにアドバイスを図る。
育む。 に真剣に取り組む」、「夢を持と

う」ということを伝え続ける。

２ 年 生 指 導 ①未来を生きるた ・集団行動を通し、集団生活におけ ・修学旅行を学校生活前半の集大成と位置づけ、集団
（第２学年） めの地盤となる力 る自己の役割について考え、規律 生活における個々の役割を考えさせる。

を育む 的・自律的に考えて行動できるよ ・日常生活や学校行事の際に、集団の中での生活を意
うに指導する。 識させる指導をする。

②自己の将来像の ・進路希望調査や面談を実施する。 ・進路希望調査を実施して進路意識の確認を行うとと
模索と進路設計 ・進路検討会や進路ＬＴで生徒向け もに、面談を通して将来像や進路設計に関して助言

の進路行事を実施し、進路指導の を行う。
充実を図る。 ・学年会や進路検討会を通して教科・進路指導部・学

年団の連携を図り、多角的な指導を行う。

３ 年 生 指 導 ①進路目標実現に ・生活実態調査や担任面談、考査や ・授業が学習の基礎基本となることを意識させなが
（第３学年） 向けた学習・生活 模試の結果をもとに生徒の実態把 ら、学習習慣の確立を促す。

習慣の確立 握に努める。 ・学習を中心として、他の様々な行事や部活動との切
・職員間の情報共有や保護者との連 り替えができるよう促す。
絡、相談をこまめに行う。

②最高学年として ・ LT や学年集会を通して、統一的 ・最高学年としての自覚を持たせ、責任ある自発的行
の自覚を養う な意識づけを行う。 動がとれるように促す。

・適宜生徒面談を実施する。 ・学校生活のすべてが生徒の心身の成長に繋がること
を意識して指導を行う。

・学習指導における授業の充実について
・進路指導における進路意識の向上について

学校関係者評価を実施する ・生徒指導における道徳心の育成について
・生徒会・学校行事における学校行事の充実について

主な評価項目 ・いじめの把握といじめ不登校対策委員会の活動について
・在校時間状況の確認による勤務時間の管理について



（４）前年度の学校評価
ア 自己評価結果等

・効果的な進路情報を発信し、進路意識の向上を図る。
前年度の ・部活動や生徒会行事に積極的に参加させ、心身ともに健康で社会性に富んだ若人を育成する。

・既存の組織を活用しながら、業務改善に向けた取組を行い、多忙化の解消に努める。
重点目標 ・探究系をはじめとするＳＳＨ事業による教科「課題研究」を柱とした教育活動を推進することで、生徒の主体

的・協働的な学びを充実させ、国際社会に貢献できる人材を育成する。

項目(担当） 重点目標 具体的方策 評価結果と課題

ＰＴＡ活動 ①ＰＴＡ活動の充 ・ＰＴＡ諸会議の報告事項の再検討 ・ PTA 常任委員会や学年 PTA の会を通じて、学校にお
（総務部） 実 ける教育活動の内容を丁寧に保護者に知らせ、保護者と

学校が連携して 生徒の教育に携わることができる環境
を作った。HP での情報提供を心掛けたい。

学習指導 ①基礎学力の定着 ・生徒の興味関心を喚起し、深い学 ・新学習指導要領への対応やＩＣＴを利用した授業の
（教務部） と応用力の育成 びを促す授業実戦を行う。 実施など、授業改善を進めている。

②授業の充実 ・指導法や教材活用法、学びを深め ・生徒が主体的に学ぶ学習機会を充実させるよう努め
るための授業形態について教員相 た。 ICT を活用した授業が促進されるよう環境を整 備
互の情報共有 した。

進路指導 ①進路意識の向上 ・「進路だより」の定期的な発行 ・「進路だより」、生徒向け進路通信「質実剛健」の内
（ 進 路 指 導 ・「進路研究」により進路意識を高 容を共通する部分を増やし、保護者や生徒が共有できた
部） める。 感はある。

②進路情報の発信 ・学年全体への効果的進路情報発信 ・情報提供量が過多にならないよう取捨選択をし、多
・個々人に対応した面接指導実施と くの必要な進路情報を提供できたが、効果的に生徒・職
きめ細やかな進路情報の提供 員へ周知することまではできなかった。

・個々人の希望に応じた情報が入手できるようにする。

③校内課題・実力 ・校内テストの事前学習と事後復習 ・校内テスト内容の教科ごとの検討機会を増やし、生
テストの活用 の徹底 徒の事前学習・事後復習への指導をより充実させる。

生徒指導 ①基本的生活習慣 ・遅刻数の減少 ・不注意遅刻者に対して効果的な指導ができた。
（ 生 徒 指 導 の確立 ・正しい制服着用の徹底 ・体育服登校を認めている中で、TPO に合わせた服装
部） ・職員間の共通理解 指導が困難であった。来年度は制服を定着させたい。

・組織対応を目指し、教育効果を高めたい。

②登下校時の安全 ・交通安全指導の徹底と事故の減少 ・自転車安全利用など法令の周知徹底を図るとともに、
確保 ・緊急情報等の情報提供 自己の安全管理に対する意識を向上させる。

・自己の安全意識の向上 ・緊急情報、不審者情報を適切に伝達する。

③道徳心の育成 ・交通マナーの向上 ・集会や学校行事などの機会を利用して意識の向上を
・情報モラルの向上 図るとともに、個別対応を充実させる。
・公共の場でのマナーの向上 ・事例を含めた具体的な指導を心掛ける。

④防災意識の向上 ・災害発生時の対応法を徹底させ ・災害発生時の対応の確認を行う。
る。 ・各種防災事業や地域と連携する。

生徒会・学校 ①生徒会活動の活 ・生徒の自発的な活動の尊重 ・刈高祭など、各行事において生徒の自発的な活動が
行事 性化と生徒会行 ・職員、保護者の共通理解 みられた。
（生徒会部） 事の充実 ・ボランティア活動の充実 ・新型コロナの影響で行事の中止、縮小を余儀なくさ

れたが、保護者、職員、生徒の理解と協力のもとで 刈
高祭など行事を開催することができた。
・ボランティア清掃を継続して行うことができた。

②部活動の規律あ ・生徒の自主性、自発性の促進 ・新型コロナの影響で制限がある中、安全に諸活動を
る活動 ・部活動ガイドラインの遵守 行うことができた。

・職員間の負担の公平化 ・校誌やＨＰを活用した保護者への情報発信を一定程
・部活動の再編 度、行うことができた。

・部活動の再編を行うことができた。

図書指導 ①図書館の有効利 ・図書館報や図書館だよりを通じて ・新規購入図書等の紹介を昇降口に新たに掲示するな
（ 図 書 研 修 用と蔵書の充実 図書館の魅力を周知する。 どして、より生徒の目につくようにした。
部） ・蔵書図書を充実させる。 ・生徒の興味・関心のある図書の充実に努めた。

・教科との連携 ・図書館オリエンテーションや読書会活動を実施し、
図書の貸出冊数の増加を目指したが、多読の生徒が 減
ったため、貸出冊数は増加しなかった。。
・来年度も例年どおりのオリエンテーションと読書会
を実施する予定である。

②委員会活動の充 ・生徒自身のアイデアや工夫の委員 ・図書委員が新聞記事をもとに図書館で関連した資料
実 会活動への反映。 を探し、展示する活動の回数を増やした。

・展示内容について各クラスに知らせ、図書委員以外
の生徒たちにも働きかけ、図書館への関心を高める 努
力をした。
・来年度も展示内容の工夫を重ね、さらに活性化する
ように努める。

③現職研修の充実 ・校内授業参観週間の活用 ・校内授業参観週間中に他分掌と連携し、積極的な活
用を促す。

研修 ①情報機器管理の ・情報機器の整理整頓の見直し ・情報機器リストや管理マニュアルの更新を行った。
（教務部） 徹底 ・情報機器の定期点検の徹底 ・点検の機会を増やし、より細やかな管理体制を築い

た。
・職員会議等で定期的に呼びかけを行った。

保健指導 ①感染症対策の充 ・継続的な感染症予防への啓発活動 ・生徒自らが感染症予防（手洗い、換気の励行など）
（保健部） 実 の充実 に努めるようにさせた。

②健康管理能力の ・「保健だより」の定期発行だけで ・自己の健康状態を正しく認識し、健康の自己管理が
育成 なく、季節時事に応じた健康問題 できるようにさせる。

や留意すべき内容にもふれる。 ・保健に関する関心を高めさせたい。

③清掃活動の充実 ・ゴミの減量化、分別の徹底 ・ゴミの分別、持ち帰り、リサイクルの呼びかけをし、
清掃活動を充実させ、教育環境の 教育環境を整えることに努める。毎日１０分間の清
整備を図る。 掃を充実させる。



教育相談 ①問題を抱えた生 ・学年団との連携による、問題を抱 ・担任会や学年会からの生徒情報を部会で共有し、学
（ 教 育 相 談 徒の早期発見と えた生徒の早期発見と、保護者も 期ごとに支援・配慮を必要とする生徒の対応等を整
部） 相談の充実 含めた相談の充実を図る。 理して、教員間で情報を共有することができた。

・生徒や保護者がスクールカウンセラーや相談部、養
②教員間の情報共 ・支援が必要な生徒の情報とその対 護教諭に気軽に相談できるように相談室だよりを定
有 応について、研修会やプリント配 期的に発行して周知するように努めた。

布により、教員間で共有する。 ・生徒や保護者への支援の方法や姿勢等について、ス
クールソーシャルワーカーによる教員研修を実施し
た。

国際交流 ①海外生徒との交 ・イートン交流等を通じ、同世代の ・コロナ禍の影響により、海外の学生と直接交流をす
（総務部） 流を通じた国際 海外の学生とのふれあいの場を提 る機会を設けることができなかった。

理解 供する。 ・オンラインプログラムを、1人の生徒が利用した。他
にもオンライン交流の機会を提供した。

ＳＳＨ開発 ①ＳＳ科目の充実 ・エージェンシーや資質能力の向上 ・新型コロナウイルス感染症の影響も多少あったもの
（ＳＳＨ開発 を目指したＳＳ科目のカリキュラ の、各教科会やＳＳ科目担当会議等と連携し、ＳＳ 科
部） ム開発及びマトリックス等を作成 目のカリキュラム開発及び実践を教科横断的に行

し、教科連携・教科横断的にＳＳ うことができた。
科目を実践する。

②課題研究の充実 ・教科「課題研究」における課題研 ・新型コロナウイルス感染症の影響も多少あったもの
究の指導法及び評価法の充実を図 の、理科会や学年会と連携し、組織的に指導にあた
る。 るとと共に、パフォーマンス評価の充実を図ること

ができた。

１年生指導 ①基本的生活習慣 ・各ＨＲや集会を通して、基礎的な ・連続する遅刻や欠席などに気を遣い、生徒の変化を
（第１学年） ・学習習慣の確立 生活習慣・学習習慣の重要性を理 見逃さないように注意した。

解させる。 ・生徒の生活態度や生徒面談の内容を担任会などで情
・定期考査や行事後の振り返り活動 報共有し、組織的な生徒理解に努めた。
を充実させる。 ・生活実態調査や生徒面談を効果的に実施した。

②将来に向けた進 ・適時、生徒面談を実施する。 ・文理選択にあたり、本人の希望や考査等の成績から
路設計 ・学ぶ意義について、生徒自ら考え 適性を照らし合わせ、将来像を描かせる取組を行っ

る機会を多く設ける。 た。
・自己や他者の長所を見つけさせ、 ・進路希望調査を実施して生徒の進路意識の充実を図
文理選択の意識の充実を図る。 るとともに、学年会での進路検討会によって生徒の 実

情を把握した。

２ 年 生 指 導 ①個がたくまし ・学習活動の様々な場面で個の役 ・1人1人が個の力を伸ばすことができるよう、個別面
（第２学年） く、集団として 割を明確にし、それぞれが意識の 談や学年集会などを通して、丁寧に指導を行った。

団結する 高い集団を形成する。 ・修学旅行では集団の中の個の責任を自覚できるよう、
・修学旅行の成功を目標の1つとす 事前準備や打ち合わせをきめ細かく行い、成功させ
る。 ることができた。

②考えて行動す ・一般的な社会のマナーを身に付け ・学年生徒指導部を中心として、規範意識を持ちなが
る。行動しなが る。 ら学校生活を送れるよう指導を行った。
ら考える。 ・学ぶ意義について考える。 ・進路指導部と連携して大学の講義動画配信サービス

・進路や将来について想いを馳せ などを利用し、学ぶ意義や、自らの将来の展望につ い
る。 て考える契機とした。

３ 年 生 指 導 ①基礎的・汎用的 ・適時、生徒面談を実施する。 ・受験に向けて学習に集中できるようコロナウィルス
（第３学年） 能力の向上 ・マナーや時間、ルールなどの徹底 蔓延防止のための啓発をした。

をさせる。 ・欠席遅刻過多者の日ごろの様子を気にかけ、生徒へ
の声かけを行った。

②進路実現に向け ・生徒に自己の課題を明確化させ、 ・生活実態調査や考査、模擬試験の結果を基に、具体
た学習習慣・生 解決に向けた PDCA サイクルを 的なアドバイスを行った。
活習慣の確立 の確立を促す。 ・学校行事に悔いのないよう全力を尽くすよう訴えた。

・学習を中心に行事を含めた学校生 ・学校行事の後には学年集会を行うなどして、学習へ
活全般を充実できるよう促す。 の切替や意識高揚を図った。

総合評価 本校の教育活動の４本の柱である学習・部活動・学校行事・ＳＳＨ事業をとおして、すべてに全力で取り組む本
校の気質を生かし、バランスの取れた人材育成を行っていることには保護者及び地元の有識者から一定の評価をい
ただいた。特に SSH 事業においては、先進的な理数教育の取組は、今後も継続してほしいとの御意見を多数いた
だいている。一方で、保護者や地域に対する情報発信の点で御指摘をいただいており、今後改善の必要がある。

イ 学校関係者評価結果等

・学習指導における授業の充実について
・進路指導における進路意識の向上について

学校関係者評価を実施する ・生徒指導における道徳心の育成について
・生徒会・学校行事の充実について

主な評価項目 ・いじめの把握といじめ不登校対策委員会の活動について
・在校時間状況の確認による勤務時間の管理について
・面接指導申出書の活用による健康被害防止について

自己評価結果について ・新学習指導要領がスタートし、主体的な学びや ICT 活用について積極的に検討した。ま
た、評価方法についても議論し、指導と評価の一体化を目指した。

・ＳＳＨ事業における課題研究でも、主体的学びの評価について充実を図ることができた。

・感染症予防の観点から、学校行事の見直しや環境整備等に積極的に取り組んだ。

今後の改善方策について ・中高一貫の導入に向けて、外部機関と連消しながら積極的に検討する。

・生徒の公共心向上を目的に地域のボランティア活動への参加を積極的に勧める。

その他（学校関係者評価委員から ・中高一貫教育の導入が決まったが、6年間かけてどのように生徒を育てていくのか、ビジョ

出された主な意見、要望） ンをもって取り組んでほしいとの意見があった。また、本年度から導入した探究系に関する

取組についても、おおむね良い評価をいただいた。

学校関係者評価委員会の構成及び 構成・・・学校評議員６名（保護者代表の PTA 会長を含む）
評価時期 評価時期・・・１月下旬


